
育
児
期
間
中
の
会
員
に
対
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
補
助
に
関
す
る
規
則

（
平
成
二
十
九
年
九
月
十
四
日
規
則
第
百
八
十
三
号
）

改
正

平
成
三
〇
年
一
二
月
二
一
日

令
和

二
年
一
二
月
一
七
日

同

五
年

一
月
二
〇
日

同

五
年
一
〇
月
一
二
日

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
子
の
育
児
期
間
中
に
お
け
る
弁
護
士
で
あ
る
会
員
及
び
外
国
法
事
務

弁
護
士
で
あ
る
外
国
特
別
会
員
（
以
下
「
会
員
」
と
い
う
。
）
の
弁
護
士
会
活
動
及
び
研
修
（
以

下
「
弁
護
士
会
活
動
等
」
と
い
う
。
）
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
弁
護
士
会
活
動
等
へ
の

参
加
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
延
長
保
育
、
一
時
保
育
、
病
児
保
育
等

の
保
育
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
保
育
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
の
利
用
料
の
補
助
に
関
し
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
補
助
金
の
支
給
）

第
二
条

本
会
は
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
子
の
育
児
を
行
う
会
員
が
弁
護
士

会
活
動
等
に
参
加
す
る
た
め
に
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
そ
の
費
用
を
支
出
し
た
場
合
に
、

当
該
会
員
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す
る
。

（
対
象
会
員
）

第
三
条

補
助
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
会
員
（
以
下
「
対
象
会
員
」
と
い
う
。
）
は
、
小
学
生

以
下
の
子
の
育
児
を
行
う
会
員
と
す
る
。

（
対
象
活
動
）

第
四
条

補
助
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
弁
護
士
会
活
動
等
（
以
下
「
対
象
活
動
」
と
い
う
。
）

は
、
本
会
、
弁
護
士
会
又
は
弁
護
士
会
連
合
会
（
以
下
「
本
会
等
」
と
い
う
。
）
が
実
施
す
る

一
切
の
行
事
及
び
研
修
と
す
る
。

２

本
会
等
が
実
施
し
な
い
行
事
又
は
研
修
で
あ
っ
て
も
、
本
会
等
が
自
ら
実
施
す
る
行
事
又

は
研
修
と
同
等
な
も
の
と
し
て
認
定
し
て
い
る
行
事
又
は
研
修
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
支

給
の
対
象
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
行
事
又
は
研
修
に
お
い
て
、
当
該
対
象
会
員
が
講

師
料
、
日
当
等
の
対
価
を
得
て
い
る
場
合
は
、
補
助
金
を
支
給
し
な
い
。

（
支
給
額
）

第
五
条

補
助
金
の
支
給
額
は
、
対
象
会
員
が
対
象
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
支
出
し
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の
実
費
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
子
一
人
に
つ
き
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
回
数
一
回
当
た
り
一
万
円
、
一
年
度
当
た
り
三
万
円
を
上
限
と
す
る
。

（
登
録
及
び
補
助
金
の
申
請
手
続
）



第
六
条

補
助
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
会
員
は
、
本
会
に
対
し
、
登
録
申
請
書
（
別
記

様
式
第
一
号
）
及
び
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
の
写
し
等
の
子

の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
親
子
関
係
を
証
明
す
る
書
類
を
提
出
し
て
、
対
象
会
員
と
し
て
の

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
会
則
第
九
十
五
条
の
四
第
二
項
若
し
く
は
第
三

項
又
は
外
国
特
別
会
員
基
本
規
程
（
会
規
第
二
十
五
号
）
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
本
会
の
会
費
及
び
特
別
会
費
の
免
除
を
受
け
て
い
る
会
員
は
、

子
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
親
子
関
係
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
を
要
し
な
い
。

２

前
項
の
登
録
を
し
た
会
員
は
、
補
助
金
支
給
申
請
書
（
別
記
様
式
第
二
号
）
及
び
次
に
掲

げ
る
書
類
を
提
出
し
て
補
助
金
の
支
給
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
委
員
会

に
参
加
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
補
助
金
支
給
申
請
書
に
当
該
委
員
会
の
委
員
長
又
は
事
務
局

長
の
署
名
が
あ
る
と
き
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
を
要
し
な
い
。

一

申
請
に
係
る
子
が
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
こ
と
並
び
に
利
用
の
日
時
及
び
利
用
料

の
金
額
を
証
明
す
る
書
類

二

対
象
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
並
び
に
参
加
し
た
対
象
活
動
の
日
時
及
び
内
容
を
証
明
す

る
書
類

３

前
項
の
申
請
は
、
対
象
活
動
に
参
加
し
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
項
の
申
請
は
、
本
会
に
提
出
を
要
す
る
書
類
が
全
て
提
出
さ
れ
た
時
点
で
受
付
を
完

了
し
た
も
の
と
す
る
。

（
支
給
の
実
施
）

第
七
条

本
会
は
、
申
請
の
受
付
を
完
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
支
給
の
可
否
を
決
し
、
支

給
を
可
と
す
る
場
合
に
は
申
請
を
し
た
会
員
に
補
助
金
を
支
給
し
、
支
給
を
不
可
と
す
る
場

合
に
は
そ
の
旨
申
請
を
し
た
会
員
に
通
知
す
る
。

２

補
助
金
の
支
給
は
、
申
請
の
受
付
を
完
了
し
た
日
の
順
に
行
い
、
同
日
に
申
請
の
受
付
を

完
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
登
録
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
登
録
の
時
期
が
後
の

会
員
か
ら
の
申
請
を
優
先
し
て
行
う
。

（
支
給
の
打
切
り
）

第
八
条

補
助
金
の
支
給
は
、
一
年
度
当
た
り
当
該
年
度
の
予
算
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
金
額

を
上
限
と
し
、
当
該
年
度
に
お
け
る
補
助
金
の
支
給
額
の
合
計
が
上
限
に
達
し
た
と
き
は
、

当
該
年
度
の
補
助
金
の
支
給
を
打
ち
切
る
も
の
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
の
対
象
活
動
に
つ

い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

附

則
（
平
成
三
〇
年
一
二
月
二
一
日
改
正
）



第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
、
第
五
条
、
第
六
条
第
二
項
第
一
号
及
び
同
条
第
三
項
、
附
則
第

二
項
並
び
に
別
記
様
式
の
改
正
規
定
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
二
年
一
二
月
一
七
日
改
正
）

題
名
、
第
一
条
、
第
二
条
、
第
四
条
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
附
則
第
二
項
、
別
記

様
式
、
別
記
様
式
第
一
号
（
新
設
）
並
び
に
別
記
様
式
第
二
号
（
新
設
）
の
改
正
規
定
は
、
令

和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
五
年
一
月
二
〇
日
改
正
）

附
則
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
五
年
一
〇
月
一
二
日
改
正
）

１

第
五
条
及
び
別
記
様
式
第
二
号
の
改
正
規
定
は
、
令
和
五
年
十
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
五
条
及
び
別
記
様
式
第
二
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
降
に
利
用
し
た
保
育
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
申
請
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
利
用
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
申
請
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



別記様式第１号（第６条関係） 

育児期間中の会員に対する保育サービス利用料補助 

登録申請書 

 

１ 登録申請者 

氏名 
（職務上の氏名を使用して
いる場合は職務上の氏名） 

 登録番号  

電話番号  
ファクシミリ番

号 
 

電子メールアドレス 
（補助金申請完了通知を電子メー

ルで受領したい場合） 
 

 

２ 子の氏名及び生年月日 

子の氏名  生年月日 年  月  日 

 

３ 親子関係の証明（該当する□にチェック☑を入れてください。） 

会則第９５条の４第２項若しくは第３項又は外国特別会員基本規程第６６条の２第１項若

しくは第２項に基づく会費及び特別会費の免除の有無  □有 ・ □無（※） 

※会費等の免除を受けていない会員は、子の氏名、生年月日及び親子関係を証明する書類

（健康保険被保険者証の写し、戸籍謄本、住民票の写し等）を添付してください。 

 

４ 補助金の振込先金融機関口座 

フリガナ 

口座名義 

 

 

金融機関名 銀行・信金・信組・農協・（      ） 

支店名 支店 口座種別  口座番号  

ゆうちょ銀行 口座種別  記号  番号  
 

 

個人情報の利用について 
 この申請書、添付書類等に記載された個人情報は、補助金の支給に係る業務及び育児期間中の会員に対する保
育サービス利用料の補助に係る制度の改善等のために利用します。 



別記様式第２号（第６条関係） 

育児期間中の会員に対する保育サービス利用料補助 

補助金支給申請書 

申請者 

氏名 
（職務上の氏名を使用して

いる場合は職務上の氏名） 
 登録番号  

子の氏名  ファクシミリ 
番号  

電子メールアドレス 
（補助金申請完了通知を電

子メールで受領したい場合） 
 

 

対象活動１ 

種

類 

□弁護士会活動 □研修 

（該当する□にチェック☑を入れてください。） 
実施者 

□日弁連 □弁護士会 □弁護士会連合会 

（該当する□にチェック☑を入れてください。） 

対象 
活動名 

 

 
参加年月日 

    年  月  日      

時  分 ～  時  分 

利用した保育サービ
ス（会社又は個人） 

 

 
利用日時 

年  月  日 

  時  分 ～  時  分 

補助金 
申請額               円 支出した費用＊       円 

委員長又は 
事務局長署名欄 

 

※対象活動への参加を証明できる書類（議題書や研修資料１頁目の写し等）を添付してください。ただし、委
員会に参加した場合であって、当該委員会の委員長又は事務局長の署名があるときは不要です。 

※補助金申請額には、＊の金額と１０,０００円のうち少ない方の金額を御記入ください。 
※領収証の原本又は写しを添付してください。 
 

対象活動２ 

種類 
□弁護士会活動 □研修 

（該当する□にチェック☑を入れてください。） 
実施者 

□日弁連 □弁護士会 □弁護士会連合会 

（該当する□にチェック☑を入れてください。） 

対象 
活動名 

 

 
参加年月日 

    年  月  日      

時  分 ～  時  分 

利用した保育サービス
（会社又は個人） 

 

 
利用日時 

年  月  日 

  時  分 ～  時  分 

補助金 
申請額               円 支出した費用＊       円 

委員長又は 
事務局長署名欄 

 

※対象活動への参加を証明できる書類（議題書や研修資料１頁目の写し等）を添付してください。ただし、委
員会に参加した場合であって、当該委員会の委員長又は事務局長の署名があるときは不要です。 

※補助金申請額には，＊の金額と１０,０００円のうち少ない方の金額を御記入ください。 
※領収証の原本又は写しを添付してください。 

 個人情報の利用について 
 この申請書、添付書類等に記載された個人情報は、補助金の支給に係る業務及び育児期間中の会員に対する保
育サービス利用料の補助に係る制度の改善等のために利用します。 


